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血 液 の 話 題（ ）
（ そして純化細胞… ）
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移植材料が多い

臓器移植の移植材料はただひとつです。
心臓移植では心臓。腎臓移植では腎臓。
ところが、造血細胞移植では 骨髄液
（ ） で動員さ
れた末梢血幹細胞（

） さい帯血（ ）
純化細胞等と多様です。移植材料が違っ
ても、その中には共通して造血幹細胞
（ 陽性細胞）が一定量以上存在します。
この材料の多様性が他の臓器移植との大き
な違いです。 年から 年間はただ、た
だ だけが唯一の移植細胞源でした。今
では、 （

） 骨 髄 移 植。
（

） 末梢血幹細胞移植。
さい帯血移植。そして、 純化細胞移植等
これらはすべて、造血細胞移植です。
末梢血幹細胞移植の普及

年 月に末梢血幹細胞移植が保険診
療として認められました。その後の

を投与した兄弟（血縁）ドナ か
らの末梢血幹細胞移植の普及には目を見張
るものがあります（図 、

）。つまり、
年 例、 年 例、そして 年に
は 例と骨髄バンクからの移植症例数
（

非血縁骨髄ドナ 例）
と同等にまで増加しました。
これはドナ への負担の少なさや移植し
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た細胞の生着までの期間が短
縮された点などが好まれたた
めです。当然の結果として、
兄弟間の骨髄移植（図

）
の症例数は 年の 例か
ら 年には 例と減少傾
向です。しかし、ドナ の安
全性評価や骨髄と末梢血との
移植後成績の比較が十分なさ
れている訳ではありません。
ドナ の安全性は現時点も追
跡調査中です。厚労省の研究
班では現在も と の成績比較を行っ
ています。
さい帯血移植症例の急増

さい帯血の利用は小児症例から始まりま
した。ところが、 年 月から 月まで
の 例の解析では小児領域の移植に使わ
れたさい帯血は全体の 、残りの が
成人例の移植です（さい帯血バンク 。

年 月 日号、
）このように、

さい帯血提供の対象者がすべての年齢に
（最高年齢 歳）拡大しました。その結果、
図 に示すように 年に 例に過ぎな

た 日本骨髄バンクニュ ス ）。
骨髄移植

には兄弟からの移植（ ）と
バンク（ ）からとあります。

図 によると の症例数は毎年、合計
約 例。 は減少傾向ですが、

は約 例が毎年施行されてい
ます。この陰には バンクのたゆまぬ
努力があります。最新の広報活動が図 ・
図 です。サッカ 元日本代表の井原氏が
メンバ が足りない と訴えています。
目標はドナ 登録数 万人。さらに、
提供までの時間短縮のため、迅速コ スと

かったさい帯血移植例は 年に
は 例となり、骨髄バンクから
の移植と肩を並べる程になりまし
た。さい帯血バンク （ 年
月 日号、

）では
理解のため、骨髄バンクとの比較
一覧を作成しています（表 ）。
最大の利点はさい帯血ではコ

ディネ トの必要がないことで
しょう（ 負担金額は 年
月に平均 万円と引き下げられ
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いう企画があります。これにより、白血病
の方が骨髄バンクへ申し込みしてから

日以内をめざして の提供を受け
られるようになりました。平成 年度の実
績は骨髄提供申し込みから移植までの中央
値が 日です（日本骨髄バンクニュ ス

参 照 年 月 日 発 行

）。

純化細胞で移植

これはまだ、研究段階です。造血幹細胞
と認められている 陽性細胞を選んで
取り出し、移植時に腫瘍細胞の除去を目的
としています。
培養細胞で移植

これも研究段階です。さい帯血を培養し
て 倍程度に増幅する技術が日本で開発さ
れました。将来は 培養さい帯血 が血液
製剤として供給される可能性もあります。
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